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変成岩

(そのユ熱変成岩)

岳叩ザ怖汽“､}仰'榊ヤ仰附仰杵苗争榊.

片田正人･松井和奥撮影正井義郎

は熱変成料として最も多様な姿を見せてくれる.後

述のように小.時にしか露出しないσ)で正確な分布は

不明であるがおそらく幅数km以上にもわたって分布

するだろう.もしかしたら広域変成帯的規模で分布す

るものの一一部がも知れたい.それたらそれとして地質

学的な意味を別に考えたければ牟らたいが今みられる

変成堵の性質それ白身はまぎれもたく典型的な熱変成

岩である.

相の島帯の例

これからいよいよ変成砦である.しかし変成舟び)

紹介を舖にしてちょうどジャンゲルの中に踏みこむ1時

のようなとまどいを感じたいわけにはいかない,たと

えば火成堵の場合に比べるとこの気持ちはよくわかる.

火成岩は鉱物の種類も組織も比較的単純であ姜)しか

も公式化した分類法が完全ではたいにしてもでき上が

っている.しかし変成姑の場合は鉱物や組織が非常

に多彩であり分類も複雑である､.そして変成堵に

対する考え方を大きく左右するような研究が現在まだ進

行中でもある.

この記二寮ではとにかく数同で変成岩ク)なるべく広

い分野を説明し匁ければならたい.そのためにはあ

る限定された地域に発達する変成姑灘を示しそれによ

って他の類似地域の変成岩の紹介を兼ねることにしたい

と思う.変成岩の研究にと〔ては同一地域の各=岩石

閲の有機的つたがりがとくに重要である.というのは

変成分帯をしたり変成相を知るためにはシリｰズを

なす変成岩群の知識がぜひ必要である.本文1回の1貫

目の中に各地の似たような岩石を総花式に並べる事は

教科書的ではあるがあま1)有意義たことではたい.し

たがってある地域の変成措の紹介がま一｡たく欠けた

とえそれが名の知られたものであ一｡てもこの際しかた

がないと思っている.

最初は相の島帯の熱変成岩である.熱変成姶は花鵠

堵類などの接触変成帯に普通にみられるが日本各地の

接触変成帯は幅2～3kmのものが多い｡そのため変

成度(おもに温度条件)の勾配が急であ一･て変成度や

原岩の多様性が少なくおもしろみの少ない存在である.

ところが相の轟帯の熱変成岩は私たちが知るかぎリで

さて棉の､島σ)熱変成岩というのは九州南方¢)五島列

島東部の島々榮島曲江の島｡{県の鳥に分布し,ているも

のである.今まで比較的知られなか一一一1たが今回調査

が終わつたので私たちはこれらに関する報文を準備中

である.

原岩は火111射封入111砕暦批曲礫拷･泥砦など種々で

変成作用の時期は内亜紀である.黒島→江の島→相の

鳥という順でよ1)商変成度の堵石が分布する､

以下の写真のうち①は長崎県西彼杵郡江の島村黒島

産②は同村江の島産その他は南松浦郡有川町相の島

雌である.こグ)うち黒島･棉の島は無人島である｡

写真①は最も低変成部(黒島)の安山堵である.

この写真に見るように最低変成部では再結晶作用は

ほとんど進んでいない.写真で白色に見えるのが再続

品したエピドｰトである.実際には黒雲母甜角閃石

･緑泥石の微細締晶もわずかに再結晶しているがこの

写真では見｢｡れない.

写真②はもう少し変成度が上った所(手工の島)の

扮若々脈である.本来の火成岩としての組織はほと

んどそりくり残ってはいるが角閃石と少量の黒雲母が

顕著に生じている.写真の矢印がその例である.新

生鉱物の最は岩質によって異なる.このように塊状の

措脈の掛合には少ないが凝灰岩の場合にはほとんど

の部分が再締晶鉱物によ一1･て占y)られる.江の島には

泥質岩はほとんどみられない.もしあるとすればほ

ぼ完全に再結晶したホルンフェルスになっているであろ

う.これにはどんな鉱物が{来ているのかぜひ知り

たい所であるがわからないのが残念である.泥質岩�
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